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《本号の表紙絵》

魯迅医学筆記

頸胸部後面の動脈の図

(北京魯迅博物館所蔵、東北大学提供）

魯迅（中国名周樹人）は、1M(明治37年）

9月から仙台医学專門学校にて医学を学び、1年7

ケ月で退学し、後に文学に転じた。小説「藤野

先生」は、医学生時代のことを扱い、自分の解

剖学ノートに克明に添削を施してくれた解剖学

の藤野教授に対する敬愛の念があふれている。

このノート（魯迅医学筆記）は6巻にまとめられ、

北京の魯迅博物館が保管し、国家一級文物に指

定されている。ノートの複製が、2005年（平成

17年）東北大学に寄贈され、プロジェクトチー

ムにより総合的な研究が始められている。解剖

学的な内容の研究を、私が分担している。

ここに紹介するのは、藤野が講義した血管学、

神経学、局所解剖学を含む第2巻の72頁で、頸胸

部の後面の動脈を描いている。黒と赤のインク

を用い、表情豊かな線で一気に、驚くほど見事

に描かれている。ノートの右端に「注意此図

中訂正スベキモノ数多アリ」という藤野による

朱筆がある。

Gegenbaur"LehrbuchderAnatomiedes

Menschen"に同種の図がある。藤野が授業中に

この教科書を見ながら板書し、それを魯迅が書

き写したものと考えられる。頭が小さく描かれ、

細部での差違がかなりある。藤野による添削は、

1年生の途中で血管学のノートから始まり、2年

生の局所解剖学まで変わることなく続けられて

いる。

（坂井建雄）
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